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論文内容の要旨

本論文は，単一モード光ファイパの軸固定方式による低損失融着接続方法とその接続特性に関する研究

の成果をまとめたもので 7 章から構成されている。

第 1 章では，序論として本研究の歴史的背景を記述し，その目的及び意義を明らかにするとともに本研

究の位置付けを行っている。

第 2 章では，軸固定方式における単一モード光ファイパ融着接続時の接続損失要因について定量的な解

析を行い，得られた結果を基に軸固定方式の単一モード光ファイパ融着接続における最適融着条件を明ら

かにするとともに融着接続損失の定量的な見積りを行っている。

第 3 章では，軸固定方式における単心単一モード光ファイパ融着接続方法として，テーパ接続法と端面

押し込み量画定法の 2 種類の方法を示している。テーパ接続法では最適なテーノマパラメータを理論的に明

らかにするとともに，その効果を実験的に明らかにしている。端面押し込み量固定法では最適融着条件を

正確かっ短時間に実現できる方法を示し，その効果を実験的に明らかにしている。

第 4 章では，多心単一モード光ファイパテーフ。心線の融着接続方、法として，ファイパ端面を一旦押し込

んだ後に引き戻す乙とにより融着接続時の失敗率を減少させるとともに低損失な接続を実現できる VSP

接続法を示している。最適な押し込み量と引き戻し量の関係を理論的に明らかにするとともに， vs p 法
の効果を明らかにしているo

第 5 章では，多心単一モード光ファイパテープ心線を融着接続する際K，融着前K ファイパ軸ずれ量と

ファイパ端面押し込み量，引き戻し量を計測する乙とにより接続損失を推定する方法を示しているo 接続

損失の推定誤差とファイパの軸ずれ量の測定誤差の関係を理論的に解析し，軸ずれ量の測定誤差が接続損
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失の推定に影響を与える乙とを示すとともに，実験の結果lとより理論解析結果の妥当性を明らかにしてい

る o

第 6 章では，偏波保持光ファイパに適した融着接続方法として，ファイパ内の溶融領域を放電時間を制

御する乙とによりファイパの外側に限定し，応力付与部への影響を最小限に抑える間欠放電法を示し，本

方法が消光比劣化と接続損失に関して従来法よりも優れている乙とを明らかにしている。

第 7 章は結論として，本研究で得られた成果を総括して述べている。

論文審査の結果の要旨

本論文は，単一モード光ファイパの軸固定方式による低損失融着接続方法に関する研究をまとめたもの

で，主な成約を要約すると次のとおりである。

(1) 単一モード光ファイパ融着接続時に生ずる接続損失の諸要因について，定量的な解析を行い，得られ

た結果を基'L.，軸固定方式における最適融着条件を明らかにしている。

{2l 接続損失の低減を計るために，接続部分にテーパを形成する手法について検討し，理論的に最適なパ

ラメータを明らかにするとともに，再現性よくテーパを作製する方法を示して，乙の接続法の効果を実

験的に確認、しているo

(3) 多心単一モード光ファイパテーフ。心線を一括融着接続する場合の問題点を明らかにするとともに，特

に問題となるファイパ端面間隔の不揃いの影響を抑えて低損失な接続が可能なVSP法を考案し， 4 心

一括接続装置の試作・実験lとより，本方法が優れた方法である乙とを確かめている。

(4) 偏波保持光ファイパに適した融着接続方法として，応力付与部への影響を少なくした間欠放電法を示

し，本方法によれば，従来の方法に比較して，消光比の劣化が少なく低損失な接続が可能である乙とを

明らかにしている。

以上のように，本論文は単心及び多心単一モード光ファイパの実際的な新しい低損失融着接続法を開発

したもので，通信工学の分野に貢献するととろが大きい。

よって，本論文は，博士論文として価値あるものと認める。

-643-




